
番号 件名 結果

令和８年第１回臨時会 令和８年１月28日に開催

第１号 専決処分の承認（令和７年度新十津川町一般会計補正予算（第５号）） 原案可決

第２号 令和7年度新十津川町一般会計補正予算（第６号） 原案可決

令和８年第２回臨時会 令和８年２月13日に開催

第３号 令和７年度新十津川町一般会計補正予算（第７号） 原案可決

第４号 令和7年度新十津川町下水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決

令和８年第１回定例会 令和８年３月10日～18日に開催

条例の制定、一部改正　　新たに町で行う取り組みやルールを決めたり、既存のルールや取り組みを変更すること

第5号 新十津川町職員等の旅費に関する条例の一部改正 原案可決

第10号 新十津川町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定 原案可決

第11号 新十津川町産前産後子育て世帯家事支援事業に関する条例の制定 原案可決

第12号 新十津川町空き家等対策の推進に関する条例の制定 原案可決

第13号 新十津川町非常勤特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 原案可決

第14号 新十津川町合併処理浄化槽設置整備事業補助金交付条例の一部改正 原案可決

第15号 新十津川町行政手続条例の一部改正 原案可決

令和７年度補正予算　　３月議会で予算が成立した後、国の補助金等の変動や、緊急・やむを得ない場合などに予算の追加や変更を行うこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第6号 令和7年度新十津川町一般会計補正予算（第8号） 原案可決

第7号 令和7年度新十津川町国民健康保険特別会計補正予算（第2号） 原案可決

第8号 令和7年度新十津川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） 原案可決

第9号 令和7年度新十津川町下水道事業会計補正予算（第4号） 原案可決

令和8年度予算　　３月議会に提出される新年度の予算　　　　　　　　　　　　　　　予算審査特別委員会を設置して審議しています。※10～14ぺージで解説

第16号 令和8年度新十津川町一般会計予算 原案可決

第17号 令和8年度新十津川町国民健康保険特別会計予算 原案可決

第18号 令和8年度新十津川町後期高齢者医療特別会計予算 原案可決

第19号 令和8年度新十津川町下水道事業会計予算 原案可決

その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第20号 新十津川町過疎地域持続的発展市町村計画の策定 原案可決

第21号 公の施設の指定管理者の指定 原案可決

第22号 公の施設の指定管理者の指定 原案可決

発議第1号 生産現場に寄り添った農業政策を求める意見書 原案可決

審議結果報告審議結果報告 　　　

定例会・臨時会レポート

7 2026 しんとつかわ 議会だより５月



議案第１号：専決処分の承認を求めることについて
（令和７年度新十津川町一般会計補正予算（第５号））

衆議院議員総選挙執行経費：784万５千円　急遽執行された第51回衆議院議員総選挙に係る公費負担金や事務経
費等の補正予算の専決処分

議案第２号：令和７年度新十津川町一般会計補正予算　第６号
　歳入歳出それぞれ6339万円を追加し、84億8249万７千円とする。
●物価高騰生活支援事業：6339万円　長引く物価高騰の影響軽減を目的とし、全町民を対象とした生活支援およ
び町内経済の下支えを図るため、町民１人につき１万円分のポイントカードを支給

Ｑ：なぜ引換券ではなく「特製カード」を採用したのか。
Ａ：前回実施時のポイント付与にかかる手間などの課題を解消するため。「手元に届いてすぐに使える」

という利便性を最優先し、幅広い世代が使いやすいカード形式を採用した。

◆令和８年１月28日　令和８年第１回臨時会

議案第８号：令和７年度新十津川町後期高齢者医療特別会計補正予算　第２号
　歳入歳出それぞれ902万４千円を追加し、総額１億4681万９千円とする。

議案第７号：令和７年度新十津川町国民健康保険特別会計補正予算　第２号
　歳入歳出それぞれ593万円を減額し、総額2億5074万円とする。

議案第６号：令和７年度新十津川町一般会計補正予算　第８号
　歳入歳出それぞれ2566万７千円を減額し、総額85億2135万７千円とする。
〈主な補正内容〉
●ふるさと応援寄附金推進事業　　△9200万4千円
ふるさと納税の当初見込み2億5,000万円を実績に基づき約1億1,300万円に修正し、返礼品送付経費を減額

●幼児教育無償化事業　△2361万1千円　
　利用児童数が見込みより少なかったことによる減（1116人→720人）
●スマート農業推進支援事業　587万7千円
　前回の補正より更に15件増を想定し、最終的な助成見込件数を68件とするもの。
●担い手確保・経営強化支援事業　1057万5千円
　農業者1名の新規採択に基づき、無人ロボットコンバインおよびあぜ塗り機各1台の導入費用を支援

議案第３号：令和７年度新十津川町一般会計補正予算　第７号
　歳入歳出それぞれ6452万７千円を追加し、総額85億4702万４千円とする。
〈補正内容〉
●定住促進対策事業　1281万円
住宅取得助成の申請件数が当初の見込みより増加したため。
（新築住宅16件→19件、中古住宅４件→11件、太陽光発電設備加算５件→９件など）

●スマート農業等導入サポート緊急対策事業　371万７千円
札幌の民間法人が本町に拠点を置き、ドローンによる農薬散布や生育状況確認の作業受託を展開。空知管内へ
の事業拡大に向けた導入を支援。

●道路整備事業：町道西1線舗装改修　4,800万円
経年劣化に伴い南７号〜８号線間の工事を実施（３月中旬〜６月）。残る南９号〜10号線間は令和９年度以降
に順次改修予定
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議案第22号：公の施設の指定管理者の指定
　新十津川町アートの森彫刻体験交流促進施設の指定管理者に「一般社団法人　五十嵐威暢美術館かぜのび」を
指定する。
指定期間：令和８年４月１日から令和13年３月31日まで
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注目！！

議案第14号：新十津川町合併処理浄化槽設置整備事業補助金交付条例の一部改正
　設置費用の高騰に対応するため、工事への補助額を引き上げるとともに、耐用年数を超えた合併処理浄化槽の
更新に対する助成を新設
補助金額の引き上げ（５人槽）：41万4千円
合併処理浄化槽の更新：上限15万円
単独処理浄化槽の撤去：上限15万円
くみ取り便槽の撤去：上限12万円

議案第11号：新十津川町産前産後子育て世帯家事支援事業に関する条例の制定
　産前産後の心身の負担軽減を図るため、家事代行サービスの利用費用を町が一部助成する。
内　　　容：１回の妊娠につき1万5千円を上限に、サービス利用料の２分の１を助成
対 象 期 間：妊娠中から、子どもが１歳になる前日まで

議案第13号：新十津川町非常勤特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
　ヒグマ等の被害拡大を受け、従来の職員対応から、猟友会メンバーを中心とした対策隊へ移行し、活動への報
酬等を新たに定める。隊員を「非常勤の特別職職員」とすることで、公務災害の適用や狩猟税の免除が可能になる。
報酬額：年額1万4千円（冬眠期間を除く10カ月の活動を想定）

議案第18号　令和８年度新十津川町後期高齢者医療特別会計予算
　歳入歳出それぞれ１億6457万５千円とする。

議案第17号　令和８年度新十津川町国民健康保険特別会計予算
　歳入歳出それぞれ２億8717万６千円とする。

議案第16号　令和８年度新十津川町一般会計予算
　歳入歳出それぞれ84億8597万２千円とする。

議案第９号：令和７年度新十津川町下水道事業会計補正予算　第４号
　下水道事業の運営経費に充てる一般会計からの補助額を570万６千円減額し、１億640万４千円とする。

議案第21号：公の施設の指定管理者の指定
　新十津川町農村環境改善センターの指定管理者に「社会福祉法人　新十津川町社会福祉協議会」を指定する。
指定期間：令和８年４月１日から令和11年３月31日まで

議案第19号　令和８年度新十津川町下水道事業会計予算
　収益的収入、支出それぞれ２億3821万１千円とする。
　資本的収益額は１億4507万６千円、資本的支出額は２億2104万円とし、収入が支出に対して不足する額7596
万４千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額586万８千円、過年度分損益勘定留保資金6851
万２千円、当年度分損益勘定留保資金158万４千円で補填する。

発議第１号：生産現場に寄り添った農業政策を求める意見書の提出

　生産コストの高騰や経営逼迫により離農が進む現状を受け、国に対し以下の３点を強く要望する。　
①2027年以降の水田政策を早期提示すること。また、地域の裁量を維持した制度運用にすること。
②畑作物の交付金にコスト増加分を反映するとともに、農家の努力が報われる算定方式にすること。
③必要な事業を行うための予算措置と持続可能な酪農・畜産に向けた所得安定策を講ずること。
（提出先）内閣総理大臣、財務大臣、農林水産大臣

◆令和８年３月10日～18日　令和８年第１回定例会

◆令和８年２月13日　令和８年第２回臨時会

9 2026 しんとつかわ 議会だより５月 82026 しんとつかわ 議会だより５月


